
一 般
質 問

あまくさ市議会だより 9 あまくさ市議会だより 8

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の状況や将来に対する方針などを質問
するもので、定例会に限って行なわれます。
　今回の一般質問は９月９日から11日までの３日間で行い、13人の議員が質問に立
ちました。掲載原稿は質問者本人が要約したものです。【

除
草
等
の
市
道
管
理
に
つ
い
て
】

若
山　
現
在
、
国
県
道
で
除
草
作
業
が

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、市
の
取
り
組
み
は
。

建
設
部 

　

定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
る
。
通
行
の
支
障
に
な
っ

て
い
る
路
線
に
つ
い
て
は
、
業
者
委
託

に
よ
り
除
草
・
伐
採
・
剪
定
作
業
を
実

施
し
て
い
る
。

 

若  　
市
民
の
取
り
組
み
状
況
は
。

建
設
部  　

現
在
、
５
８
０
団
体
が
、

「
市
道
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
」

に
登
録
さ
れ
、
６
４
０
㎞
を
清
掃
や
除

草
等
の
作
業
を
実
施
中
で
あ
る
。

若
山　
今
後
、
業
者
だ
け
の
委
託
で
は

な
く
、
地
域
内
の
各
種
事
業
者
へ
も
委

託
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
市
民
団
体
の

登
録
が
で
き
ず
、
除
草
作
業
が
必
要
な

地
域
へ
の
支
援
を
強
化
し
て
欲
し
い
。

【
児
童
生
徒
の
携
帯
使
用
に
つ
い
て
】

若
山　
携
帯
等
の
使
用
で
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
例
が
多
発
し
て
い
る
。
市
に

お
け
る
使
用・利
用
の
調
査
の
現
況
は
。

教
育
部  

６
月
に
全
小
中
学
校
で
、
携

帯
・
ス
マ
ホ
の
所
持
状
況
、
家
庭
で
の

ル
ー
ル
策
定
状
況
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
状
況
を
調
査
し
た
。

若
山  

指
導
や
研
修
に
つ
い
て
検
討
は
。

教
育
長　

憂
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、

学
校
や
家
庭
で
守
る
べ
き
と
定
め
た
ル

ー
ル
を
守
る
よ
う
指
導
と
家
庭
へ
の
啓

発
を
推
進
す
る
。「
情
報
安
全
出
前
講

座
」や「
親
の
学
び
講
座
」を
実
施
す
る
。

【
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
に
つ
い
て
】

若
山　
平
成
25
年
か
ら
保
育
園
に
て
実

施
し
て
い
る
が
今
後
、
小
中
学
校
に
事

業
を
取
り
組
む
経
緯
と
効
果
に
つ
い
て

は
。

教
育
部  　

県
や
県
教
委
の
推
進
の
も

と
子
ど
も
の
頃
の
む
し
歯
予
防
が
、
健

康
保
持
増
進
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

若
山　
学
校
・
保
護
者
へ
の
説
明
は
。

教
育
部 

　

市
内
全
小
中
学
校
の
管
理

者
・
保
護
者
に
説
明
済
み
。
希
望
し
た

児
童
生
徒
の
み
実
施
す
る
。

若
山　
安
全
対
策
や
管
理
体
制
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
現
場
が
混
乱
し
な

い
よ
う
最
善
を
尽
く
す
よ
う
要
望
す
る
。

若山敬介
議員

市
道
管
理
・
児
童
生
徒
の
携
帯
使
用
・

フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て

若
山

若
山

若
山

若
山

【
第
２
瀬
戸
大
橋
建
設
】

平
山　
県
事
業
で
あ
る
が
、
実
施
状
況

と
計
画
は
。

市
長　

こ
れ
ま
で
、
各
種
測
量
調
査
設

計
、
事
業
説
明
会
等
行
わ
れ
て
お
り
、

今
後
用
地
説
明
会
な
ど
を
経
て
交
渉
を

開
始
、
そ
の
進
捗
等
調
整
を
図
り
、
工

事
着
手
の
運
び
と
の
こ
と
で
あ
る
。

平
山　
早
期
完
成
に
向
け
て
地
元
と
し

て
の
取
り
組
み
は
。

市  　
こ
れ
ま
で
も
建
設
促
進
期
成
会
、

同
協
議
会
一
体
で

進
め
て
き
た
要
望

活
動
の
推
進
強

化
、用
地
担
当
職

員
の
熊
本
県
へ
の

派
遣
増
員
検
討

な
ど
、関
係
団
体

と
連
携
し
て
早
期

完
成
を
期
す
。

【
汚
泥
再
生
処
理
施
設
】

平
山　
地
元
へ
の
取
組
み
経
過
、
周
辺

環
境
対
策
は
。

市
民
生
活
部　

こ
れ
ま
で
地
元
や
用
地

提
供
者
へ
説
明
を
行
い
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
。
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、

事
前
調
査
を
実
施
し
稼
働
後
に
変
化
が

生
じ
た
場
合
に
備
え
て
い
る
。さ
ら
に
、

施
設
周
辺
の
環
境
に
も
配
慮
す
る
。

平
山　
交
通
対
策
と
地
域
振
興
策
は
。

市
民
生
活
部　

造
成
工
事
の
際
の
土
砂

運
搬
に
よ
る
大
型
車
両
の
国
道
へ
の
出

入
り
は
な
く
、関
係
車
両
も
時
間
帯
制
限

を
行
う
。ま
た
、地
域
の
皆
様
に
納
得
い

た
だ
け
る
地
域
振
興
事
業
を
推
進
す
る
。

平
山  

稼
働
後
の
悪
臭
・
不
具
合
対
策
。

市  　

新
施
設
の
運
営
に
万
全
を
期
し
、

不
測
の
事
態
に
は
早
急
に
対
応
す
る
。

「
消
防
救
急
体
制
】

平
山　
消
防
本
部
の
庁
舎
移
転
に
伴
う

救
急
活
動
の
状
況
は
。

市
長　

到
達
時
間
は
旧
庁
舎
時
よ
り
平

均
１
分
47
秒
遅
い
。
ラ
ッ
シ
ュ
時
は
通

常
時
よ
り
７
秒
時
間
が
か
か
る
。

平
山　
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
に
市
南

地
区
に
救
急
車
の
待
機
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

消
防
本
部
と
し
て
は
、時
間
帯
、

場
所
に
か
か
わ
ら
ず
所
要
時
間
に
大
き

な
差
が
出
な
い
よ
う
配
慮
し
救
命
率
向

上
に
努
め
る
。

　

今
回
の
ご
提
案
を
広
域
本
部
構
成
市

町
で
協
議
す
る
。

平山泰司
議員

第
２
瀬
戸
大
橋
建
設
促
進
・

汚
泥
再
生
処
理
施
設
建
設
・
消
防
救
急
体
制

平
山

平
山

平
山

平
山

市
長

市
長

平
山

平
山

平
山

市
長

市
長

市
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

【
消
滅
す
る
前
に
何
を
な
す
べ
き
か
】

大
塚　
今
年
５
月
に
全
国
8
9
6
の
自

治
体
が
消
滅
す
る
と
発
表
さ
れ
た
。
天

草
市
も
含
ま
れ
て
い
る
。
市
長
は
ど
う

と
ら
え
て
い
る
か
。

市
長　

雇
用
の
場
を
図
る
た
め
中
小
企

業
の
振
興
、
天
草
の
地
域
資
源
を
活
か

し
た
産
業
の
創
出
な
ど
、
雇
用
環
境
を

早
急
に
整
え
て
い
く
。

大
塚　
全
職
員
が
共
通
認
識
、
危
機
意

識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

副
市
長　

い
か
に
し
て
人
口
減
少
を
食

い
止
め
る
か
、減
少
時
代
の
市
の
業
務
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
を
常
に
認
識

し
危
機
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

【
支
援
セ
ン
タ
ー
の
内
容
は
】

大
塚　
人
口
減
少
対
策
、
雇
用
の
場
づ

く
り
と
し
て
起
業
家
、
中
小
企
業
者
を

支
援
す
る
こ
と
だ
と
思
う
が
、
何
故
、

公
設
民
営
か
、
何
を
期
待
す
る
の
か
。

市
長　

民
間
企
業
感
覚
で
運
営
を
行
う

ス
タ
ッ
フ
は
当
然
、
民
間
企
業
者
を
充

て
る
。
相
談
者
と
販
路
開
拓
者
等
に
挑

戦
し
て
雇
用
の
場
の
拡
大
を
期
待
す

る
。

大
塚　
セ
ン
タ
ー
長
の
人
選
で
成
否
が

決
ま
る
と
思
う
が
。

市
長　

運
営
す
る
セ
ン
タ
ー
長
の
人
材

で
成
否
が
決
ま
る
。
公
募
を
基
本
に
推

挙
、
自
薦
他
薦
で
更
な
る
検
討
を
深
め

る
。
天
草
に
愛
着
あ
る
方
、
情
熱
あ
る

方
を
選
び
た
い
。

大
塚　
各
種
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
役
割
は
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
チ
ー
ム

と
な
っ
て
、
提
案
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

る
事
」
が
重
要
で
は
。

市
長　

眠
っ
て
い
る
宝
を
見
出
だ
す
こ

と
で
新
た
な
産
業
興
し
に
期
待
す
る
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
応

援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

大塚基生
議員

人
口
減
少
対
策
と
雇
用
の
場
の
拡
大
を

企
業
創
業
・
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で

大
塚

大
塚

大
塚
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塚
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長
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長
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山
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山
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号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

山
平
　

司
泰

て
い
つ
に
進
促
設
建
の
橋
大
戸
瀬
２
第
①

　
て
い
つ
に
設
建
設
施
理
処
生
再
泥
汚
②

　

て
い
つ
に
制
体
急
救
防
消
③

２

山
若
　

介
敬

て
い
つ
に
法
方
理
管
の
線
沿
道
市
①

て
い
つ
に
用
利
の
等
話
電
帯
携
の
徒
生
・
童
児
②

３

塚
大
　

生
基

て
い
つ
に
税
納
と
さ
る
ふ
②

４

田
益
　

昭
政

は
と
策
化
強
の
能
機
所
支
①

て
い
つ
に
税
画
計
市
都
の
市
草
天
②

て
い
つ
に
算
予
の
会
議
協
り
く
づ
ち
ま
と
な
み
区
地
深
牛
④

５

木
赤
　

男
武

て
い
つ
に
等
題
課
う
伴
に
少
減
口
人
る
よ
に
展
進
の
化
齢
高
子
少
①

６

﨑
浜
　

臣
昭

て
い
つ
に
駅
の
道
①

て
い
つ
に
」
ち
ま
の
レ
イ
ト
る
あ
の
夢
番
一
で
本
日
「②

て
い
つ
に
港
難
避
③

７

崎
浜
　

昭
義

て
い
つ
に
用
活
利
地
土
の
共
公
①

て
い
つ
に
態
実
の
害
被
獣
鳥
②

て
い
つ
に
策
対
興
振
の
業
産
水
③

８

本
楠
　

秋
千

策
対
康
健
の
民
市
①

税
納
と
さ
る
ふ
②

み
組
り
取
の
護
愛
物
動
③

興
振
産
畜
④

策
対
全
安
の
線
土
宇
枦
渡
本
⑤

９

池
蓮
　

正
良

り
く
づ
ち
ま
の
市
草
天
い
よ
み
住
、
究
探
の
治
自
方
地
た
し
か
活
を
法
憲
①

と
活
生
民
市
る
て
持
が
望
展
、
て
し
動
連
に
革
改
体
一
の
税
と
障
保
会
社
②

に
め
た
の
設
創
済
経
域
地

り
く
づ
ち
ま
の
全
安
・
心
安
③

策
対
済
救
者
害
被
病
俣
水
と
生
再
域
地
④

10

田
本
　

志
武

て
い
つ
に
更
変
針
方
の
」
事
工
設
建
設
施
理
処
生
再
泥
汚
市
草
天
「①

11

島
脇
　

純
義

て
い
つ
に
進
推
の
策
興
振
の
域
地
浦
所
御
①

て
い
つ
に
策
興
振
産
水
②

12

田
柴
　
誠

て
い
つ
に
み
組
り
取
の
産
遺
界
世
①

て
い
つ
に
一
本
日
寿
長
康
健
③

13

郎
一
昇
田
下

て
い
つ
に
境
環
く
ま
り
取
を
達
も
ど
子
①

て
い
つ
に
方
り
あ
の
事
工
の
注
発
市
②

て
い
つ
に
等
化
元
一
の
口
窓
談
相
・
望
要
の
へ
域
地
渡
本
③

危険


